
Ｉ
共
編
著
書

「
日
本
城
郭
大
系
第
六
巻
」
新
人
物
往
来
社

一
九
八
○
年
二
月

「
古
代
探
叢
Ｉ
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
八
○
年
一
○
月

『
考
古
学
研
究
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
ス
ー
（
野
外
編
二
雄
山
閣
出
版

一
九
八
四
年
一
○
月

「
古
代
探
鑛
Ⅲ
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
八
五
年
一
二
月

「
図
説
日
本
の
史
跡
」
五
巻
同
朋
社
一
九
九
一
年
五
月

「
古
代
探
叢
Ⅳ
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
九
五
年
一
月

「
宗
教
・
民
家
・
伝
統
」
雄
山
閣
出
版
一
九
九
五
年
五
月

「
王
朝
の
考
古
学
」
雄
山
閣
出
版
一
九
九
五
年
二
月

「
聖
武
天
皇
と
国
分
寺
」
雄
山
閣
出
版
一
九
九
八
年
五
月

「
史
跡
下
野
薬
師
寺
」
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室

二
○
○
○
年
三
月

「
古
代
民
間
仏
教
の
展
開
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
ｌ
文
科
省

須
田
勉
先
生
主
要
業
績
目
録

「
長
屋
王
政
権
に
お
け
る
地
方
政
策
の
評
価
に
関
す
る
考
古
学

的
研
究
ｌ
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
成
果

ｌ
生
国
士
舘
大
学
二
○
○
四
年
六
月

「
古
代
の
信
仰
と
社
会
」
六
一
書
房
二
○
○
六
年
八
月

『
国
分
寺
の
造
営
過
程
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
ｌ
文
科
省
科

学
研
究
磯
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
成
果
ｌ
」
国
士
舘
大
学

二
○
○
八
年
六
月

「
比
較
考
古
学
の
地
平
」
同
成
社
二
○
一
○
年
二
月

『
国
分
寺
の
創
建
ｌ
思
想
・
制
度
編
ｌ
」
吉
川
弘
文
館

二
○
一
一
年
一
二
月

「
古
代
東
国
仏
教
の
中
心
寺
院
下
野
薬
師
寺
」
新
泉
社

二
○
一
二
年
二
月

「
技
術
と
交
流
の
考
古
学
」
同
成
社
二
○
一
三
年
一
月

「
国
分
寺
の
創
建
ｌ
組
織
・
技
術
編
‐
Ｌ
吉
川
弘
文
館

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
成
果
ｌ
生
国
士
舘
大
学

二
○
○
三
年
六
月
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二
○
一
三
年
二
月

「
日
本
古
代
の
寺
院
・
官
衙
造
営
ｌ
長
屋
王
政
権
の
国
家
構
想

ｌ
」
吉
川
弘
文
館
二
○
一
三
年
四
月

「
東
国
の
古
代
官
衙
」
高
志
書
院
二
○
一
三
年
五
月

「
季
刊
考
古
学
ｌ
王
権
の
寺
・
国
分
寺
ｌ
」
第
一
二
九
号
雄

山
閣
二
○
一
四
年
一
○
月

「
日
本
歴
史
考
古
学
」
同
成
社
二
○
一
六
年
三
月

「
上
総
国
分
尼
寺
」
『
仏
教
芸
術
』
一
○
三
号
毎
日
新
聞
社

一
九
七
五
年
九
月

「
上
総
国
府
の
諸
問
題
」
「
古
代
」
六
一
号
早
稲
田
大
学
考
古

学
会
一
九
七
六
年
一
二
月

「
考
古
学
会
の
動
向
（
東
日
本
）
」
「
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
恥

一
三
四
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社
一
九
七
七
年
五
月

「
房
総
の
古
瓦
に
関
す
る
覚
書
（
二
」
「
古
代
」
六
四
号
早

稲
田
大
学
考
古
学
会
一
九
七
八
年
二
月

「
築
地
台
貝
塚
出
土
の
古
瓦
に
つ
い
て
」
「
千
葉
県
築
地
台
貝

Ⅱ
論
文

塚
・
平
山
古
墳
』
（
財
）
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

一
九
七
八
年
三
月

「
上
総
国
分
寺
の
造
瓦
組
織
と
同
箔
瓦
の
展
開
」
「
史
館
」
一
○

号
史
館
同
人
一
九
七
八
年
五
月

「
川
原
井
廃
寺
と
古
代
東
海
道
」
「
南
郷
郷
土
文
化
研
究
会
誌
」

第
二
号
南
郷
郷
土
文
化
研
究
会
一
九
七
八
年
二
月

「
房
総
の
古
瓦
に
関
す
る
覚
書
（
こ
こ
『
古
代
」
六
五
号
早

稲
田
大
学
考
古
学
会
一
九
七
九
年
三
月

「
蟻
木
城
」
ほ
か
二
項
目
「
日
本
城
郭
大
系
」
第
六
巻
新

人
物
往
来
社
一
九
八
○
年
二
月

「
古
代
地
方
豪
族
と
造
寺
活
動
」
「
古
代
探
叢
Ｉ
』
早
稲
田
大
学

出
版
部
一
九
八
○
年
一
○
月

「
千
葉
県
古
代
寺
院
発
掘
調
査
の
現
状
」
『
歴
史
手
帳
』
第
一
○

巻
一
○
号
名
著
出
版
一
九
八
二
年
一
○
月

「
関
東
地
方
の
瓦
窯
」
「
仏
教
芸
術
」
一
○
三
号
毎
日
新
聞
社

一
九
八
三
年
五
月

「
集
落
・
住
居
Ⅲ
」
「
考
古
学
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
一
ｌ
野
外

編
‐
坐
雄
山
閣
出
版
一
九
八
四
年
一
○
月
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「
上
総
国
分
僧
寺
跡
発
掘
調
査
の
意
義
」
「
日
本
歴
史
」
四
四
二

号
吉
川
弘
文
館
一
九
八
五
年
三
月

「
龍
角
寺
の
成
立
と
展
開
」
「
千
葉
県
房
総
風
土
記
の
丘
年
報
」

千
葉
県
房
総
風
土
記
の
丘
一
九
八
五
年
三
月

「
平
安
初
期
に
お
け
る
村
落
内
寺
院
の
存
在
形
態
」
『
古
代
探
叢

Ⅲ
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
八
五
年
一
二
月

「
上
総
国
分
寺
」
「
れ
き
し
」
恥
二
Ｈ
Ｈ
Ｋ
学
園

一
九
八
七
年
六
月

「
最
近
に
お
け
る
国
分
寺
研
究
の
問
題
点
」
「
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
恥
二
九
一
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

一
九
八
八
年
五
月

二
王
賜
」
銘
鉄
剣
に
つ
い
て
」
「
弘
道
」
第
九
三
四
号
日
本

弘
道
館
一
九
八
八
年
六
月

「
創
建
期
国
分
寺
の
造
営
過
程
」
「
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
恥

三
一
八
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社
一
九
九
○
年
五
月

「
造
寺
の
広
が
り
」
「
季
刊
考
古
学
」
第
三
四
号
雄
山
閣
出
版

一
九
九
一
年
二
月

「
最
近
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
成
果
」
「
文
部
時
報
」

一
三
七
二
ぎ
よ
う
せ
い
一
九
九
一
年
五
月

「
上
総
国
分
寺
」
「
図
説
日
本
の
史
跡
」
五
巻
同
朋
社

一
九
九
一
年
五
月

「
上
総
国
分
尼
寺
」
「
図
説
日
本
の
史
跡
』
五
巻
同
朋
社

一
九
九
一
年
五
月

「
村
落
内
寺
院
に
つ
い
て
」
「
千
葉
県
房
総
風
土
記
の
丘
年
報
」

千
葉
県
房
総
風
土
記
の
丘
一
九
九
一
年
二
月

「
一
九
九
二
年
の
歴
史
学
会
ｌ
回
顧
と
展
望
Ｉ
（
日
本
・
考
古

学
こ
「
史
学
雑
誌
」
第
一
○
二
編
五
号
東
京
大
学
史
学
会

一
九
九
三
年
五
月

「
武
蔵
国
分
寺
の
造
営
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
恥
三
六
四

ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社
一
九
九
三
年
八
月

「
国
分
寺
造
営
期
に
み
る
中
央
と
在
地
ｌ
上
総
国
分
寺
改
修
期

の
寺
ｌ
」
「
古
代
」
九
七
号
早
稲
田
大
学
考
古
学
会

一
九
九
四
年
六
月

「
下
野
薬
師
寺
ｌ
東
国
僧
受
戒
の
寺
」
「
東
国
の
古
代
仏
教
ｌ
寺

と
仏
の
世
界
‐
生
茨
城
県
立
歴
史
館
一
九
九
四
年
一
○
月

「
国
分
寺
創
建
の
諸
問
題
」
『
関
東
の
国
分
寺
ｌ
在
地
か
ら
み
た

ラ



国
分
寺
の
造
営
‐
坐
関
東
古
瓦
研
究
会
一
九
九
四
年
二
月

「
関
東
の
国
分
寺
ｌ
改
作
さ
れ
た
国
分
寺
ｌ
」
「
古
代
寺
院
の
移

建
と
再
建
を
考
え
る
」
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所

一
九
九
五
年
一
月

「
国
分
寺
造
営
勅
の
評
価
ｌ
諸
国
国
分
寺
の
造
営
実
態
か
ら
ｌ
」

「
古
代
探
叢
Ⅳ
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
九
五
年
一
月

「
下
野
薬
師
寺
に
お
け
る
奈
良
時
代
前
半
期
の
瓦
」
「
王
朝
の
考

古
学
」
雄
山
閣
出
版
一
九
九
五
年
二
月

「
古
代
寺
院
の
経
済
活
動
ｌ
関
東
の
い
く
つ
か
の
寺
院
を
中
心

と
し
て
ｌ
」
「
国
士
舘
史
学
』
第
四
号
国
士
舘
大
学
史
学
会

一
九
九
五
年
三
月

「
下
野
薬
師
寺
の
伽
藍
と
受
戒
施
設
ｌ
奈
良
時
代
前
半
期
の
受

戒
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
「
宗
教
・
民
家
・
伝
統
ｌ
社
会

の
歴
史
的
構
造
と
変
容
ｌ
』
雄
山
閣
出
版
一
九
九
五
年
九
月

「
瓦
」
「
考
古
学
雑
誌
』
第
八
二
巻
第
三
号
日
本
考
古
学
会

一
九
九
七
年
一
月

「
関
東
・
東
北
の
古
墳
と
寺
院
」
「
季
刊
考
古
学
」
第
六
○
号

雄
山
閣
出
版
一
九
九
七
年
七
月

「
「
寺
院
併
合
令
」
と
東
国
の
諸
寺
」
『
国
士
舘
大
学
人
文
学
会

紀
要
」
第
三
○
号
国
士
舘
大
学
人
文
学
会

一
九
九
七
年
一
○
月

「
東
国
の
古
代
寺
院
」
「
古
代
寺
院
の
成
立
と
展
開
」
大
阪
府
和

泉
南
市
教
育
委
員
会
一
九
九
七
年
一
一
月

「
Ｉ
部
時
代
概
要
」
「
役
所
と
交
通
網
」
「
地
方
の
仏
教
と
国

分
寺
」
「
Ⅱ
部
嶺
岡
上
牧
遺
跡
」
「
健
田
遺
跡
群
」
「
上
総
国

府
関
連
遺
跡
」
「
上
総
国
分
僧
寺
」
「
光
善
寺
廃
寺
」
「
萩
ノ
原

遺
跡
」
「
菊
間
廃
寺
跡
」
「
矢
那
瓦
窯
跡
」
「
真
里
谷
遺
跡
」
「
龍

角
寺
瓦
窯
跡
」
「
築
地
台
遺
跡
（
貝
塚
）
」
「
左
作
瓦
窯
跡
」
「
結

城
廃
寺
・
結
城
八
幡
瓦
窯
跡
」
「
千
葉
県
の
歴
史
」
資
料
編

考
古
三
（
奈
良
・
平
安
時
代
）
千
葉
県
一
九
九
八
年
三
月

「
国
分
寺
の
創
建
」
「
聖
武
天
皇
と
国
分
寺
ｌ
在
地
か
ら
み
た
国

分
寺
の
造
営
ｌ
」
雄
山
閣
出
版
一
九
九
八
年
五
月

「
東
国
に
お
け
る
古
代
民
間
仏
教
の
展
開
」
「
国
士
舘
大
学
人
文

学
会
紀
要
」
第
三
二
号
国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会

一
九
九
九
年
一
○
月

「
国
分
寺
の
創
建
」
「
常
陸
国
の
天
平
文
化
を
探
る
」
石
岡
市
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教
育
委
員
会
二
○
○
○
年
一
○
月

「
東
国
に
お
け
る
双
堂
建
築
の
出
現
ｌ
村
落
内
寺
院
理
解
の
た

め
に
ｌ
」
「
国
士
舘
史
学
」
第
九
号
国
士
舘
大
学
史
学
会

二
○
○
一
年
三
月

「
仏
教
統
制
と
房
総
」
「
千
葉
県
の
歴
史
」
通
史
編
古
代
二

千
葉
県
二
○
○
一
年
三
月

「
国
分
寺
の
建
立
」
「
千
葉
県
の
歴
史
』
通
史
編
古
代
二
千

葉
県
二
○
○
一
年
三
月

「
国
分
寺
・
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
」
「
季
刊
考
古
学
」
第
八
○

号
雄
山
開
二
○
○
二
年
八
月

「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
て
き
た
国
分
寺
」
「
国
分
寺
の
発
掘
五
○
年
」

磐
田
市
教
育
委
員
会
二
○
○
二
年
二
月

「
発
掘
調
査
か
ら
み
た
国
分
寺
の
創
建
」
『
国
分
寺
造
営
の
謎
を

探
る
」
東
広
島
市
教
育
委
員
会
二
○
○
二
年
一
二
月

「
国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
」
「
国
士
舘
史
学
」
第
一
○

号
国
士
舘
史
学
会
二
○
○
三
年
三
月

「
長
屋
王
政
権
の
地
方
政
策
に
対
す
る
検
討
」
「
日
本
考
古
学
」

第
一
○
号
日
本
考
古
学
協
会
二
○
○
三
年
五
月

「
村
落
寺
院
の
構
造
と
機
能
」
「
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
考

古
四
千
葉
県
二
○
○
四
年
三
月

「
評
衙
の
成
立
と
機
能
」
「
古
墳
か
ら
寺
院
へ
」
早
稲
田
大
学

考
古
学
研
究
室
二
○
○
四
年
二
月

「
多
賀
城
様
式
瓦
の
成
立
と
そ
の
意
義
」
「
国
士
舘
大
学
人
文
学

会
紀
要
」
第
三
七
号
国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会

二
○
○
五
年
三
月

「
村
落
寺
院
の
構
造
と
そ
の
信
仰
」
「
古
代
の
信
仰
を
考
え
る
」

日
本
考
古
学
協
会
国
士
舘
大
学
実
行
委
員
会

二
○
○
五
年
五
月

「
多
賀
城
様
式
の
故
地
」
「
古
代
東
国
の
考
古
学
』
慶
友
社

二
○
○
五
年
五
月

「
平
安
時
代
に
お
け
る
国
衙
祭
祀
の
一
形
態
」
「
考
古
学
の
諸
相

Ⅱ
」
匠
出
版
二
○
○
六
年
一
月

「
寺
院
遺
跡
の
掘
立
・
礎
石
建
物
分
析
研
究
の
現
状
と
課
題
」

『
掘
立
柱
・
礎
石
建
物
建
築
の
考
古
学
」
帝
京
大
学
山
梨
文
化

財
研
究
所
二
○
○
六
年
三
月

「
古
代
村
落
寺
院
と
そ
の
信
仰
」
「
古
代
の
信
仰
と
社
会
」
六
一
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書
房
二
○
○
六
年
一
○
月

「
前
期
多
賀
城
の
成
立
に
関
す
る
試
論
」
「
考
古
学
論
究
』
真

陽
社
二
○
○
七
年
三
月

「
国
分
寺
と
七
重
塔
」
『
国
分
寺
の
創
建
を
読
む
１
１
思
想
・
制

度
論
ｌ
生
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
二
○
○
八
年
二
月

「
関
東
地
域
の
寺
院
造
営
」
『
天
武
持
統
朝
の
寺
院
造
営
ｌ
東
日

本
‐
坐
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所
二
○
○
八
年
三
月

「
国
分
寺
造
営
の
諸
段
階
」
「
国
分
寺
の
創
建
を
読
む
Ⅱ
ｌ
組

織
・
技
術
論
‐
坐
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室

二
○
○
八
年
一
○
月

「
古
代
地
方
官
寺
の
成
立
」
「
比
較
考
古
学
の
新
地
平
」
同
成

社
二
○
一
○
年
二
月

「
幡
羅
遺
跡
と
宗
教
」
「
郡
家
の
成
立
と
機
能
ｌ
幡
羅
遺
跡
を
め

ぐ
る
諸
問
題
‐
坐
埼
玉
県
深
谷
市
教
育
委
員
会二

○
一
一
年
一
月

「
国
分
寺
と
七
重
塔
」
「
国
分
寺
の
創
建
ｌ
思
想
・
制
度
編
ｌ
」

吉
川
弘
文
館
二
○
一
一
年
一
二
月

「
日
本
考
古
学
研
究
の
動
向
総
説
」
「
日
本
考
古
学
年
報

六
三
」
一
般
社
団
法
人
日
本
考
古
学
協
会
二
○
一
二
年
五
月

「
国
分
寺
の
造
営
過
程
に
関
す
る
検
討
ｌ
特
に
、
道
鏡
政
権
時

代
を
中
心
に
ｌ
」
「
技
術
と
交
流
の
考
古
学
」
同
成
社

二
○
一
三
年
一
月

「
国
分
寺
造
営
の
諸
段
階
ｌ
考
古
学
か
ら
ｌ
」
「
国
分
寺
の
創
建

Ｉ
組
織
・
技
術
編
‐
坐
吉
川
弘
文
館
二
○
一
三
年
二
月

「
国
分
寺
の
七
重
塔
と
二
寺
制
」
『
国
分
寺
物
語
ｌ
諸
国
国
分
寺

を
巡
る
旅
‐
坐
公
益
財
団
法
人
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団

二
○
一
三
年
四
月

「
上
野
国
群
馬
郡
家
（
山
王
廃
寺
下
層
の
建
物
群
）
」
「
東
国
の

古
代
官
衙
」
高
志
書
院
二
○
一
三
年
五
月

「
国
分
寺
研
究
の
成
果
と
課
題
」
「
季
刊
考
古
学
」
第
一
二
九
号

雄
山
閣
二
○
一
四
年
一
○
月

「
国
分
寺
の
墾
田
開
発
と
仏
教
ｌ
上
野
国
分
寺
の
事
例
を
中
心

と
し
て
ｌ
」
「
季
刊
考
古
学
」
第
一
二
九
号
雄
山
閣

二
○
一
四
年
一
○
月

「
東
大
寺
の
二
つ
の
顔
」
「
文
芸
飯
能
」
第
三
五
号
飯
能
市
教

育
委
員
会
二
○
一
五
年
三
月
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「
西
国
吉
横
穴
群
」
千
葉
県
西
国
吉
横
穴
調
査
団一

九
七
二
年
三
月

「
東
間
部
多
古
墳
群
ｌ
上
総
国
分
寺
台
遺
跡
群
調
査
報
告
書
ｌ
生

早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
七
四
年
一
○
月

「
諏
訪
台
古
墳
群
調
査
概
要
」
千
葉
県
市
原
市
教
育
委
員
会

一
九
七
五
年
三
月

「
南
向
原
ｌ
上
総
国
分
寺
台
遺
跡
群
調
査
報
告
書
‐
坐
早
稲
田

大
学
出
版
部
一
九
七
六
年
一
月

「
武
士
遺
跡
』
千
葉
県
武
士
遺
跡
発
掘
調
査
団

一
九
七
六
年
三
月

『
蛇
谷
遺
跡
Ｉ
上
総
国
分
寺
台
遺
跡
群
調
査
報
告
書
ｌ
」
早
稲

田
大
学
出
版
部
一
九
七
七
年
三
月

「
上
総
国
分
寺
台
遺
跡
調
査
概
報
ｌ
坊
作
遺
跡
の
調
査
ｌ
」
千

葉
県
市
原
市
教
育
委
員
会
一
九
七
七
年
三
月

「
地
方
官
寺
の
成
立
と
文
武
朝
大
官
大
寺
」
「
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
恥
六
八
○
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社
二
○
一
六
年
一
月

Ⅲ
報
告
書
そ
の
他

「
上
総
国
分
寺
台
遺
跡
調
査
概
報
ｌ
上
総
国
分
僧
寺
寺
域
確
認

調
査
‐
坐
千
葉
県
市
原
市
教
育
委
員
会
一
九
七
九
年
三
月

「
上
総
国
分
寺
台
遺
跡
調
査
概
報
ｌ
上
総
国
分
僧
寺
寺
域
北
西

部
の
調
査
‐
坐
千
葉
県
市
原
市
教
育
委
員
会

一
九
八
○
年
三
月

「
上
総
国
分
寺
台
遺
跡
調
査
概
報
ｌ
上
総
国
分
僧
寺
寺
域
東
南

部
の
調
査
‐
と
千
葉
県
市
原
市
教
育
委
員
会

一
九
八
一
年
三
月

『
上
総
国
分
寺
台
遺
跡
調
査
概
報
ｌ
上
総
国
分
僧
寺
寺
域
北
辺

部
の
調
査
ｌ
』
千
葉
県
市
原
市
教
育
委
員
会

一
九
八
二
年
三
月

「
上
総
国
分
寺
台
遺
跡
調
査
概
報
ｌ
上
総
国
分
僧
寺
寺
域
南
辺

部
の
調
査
‐
坐
千
葉
県
市
原
市
教
育
委
員
会

一
九
八
三
年
三
月

「
千
葉
県
生
産
遺
跡
群
細
分
布
調
査
報
告
書
」
千
葉
県
教
育
委

員
会
一
九
八
六
年
三
月

「
書
評
森
郁
夫
著
日
本
古
代
寺
院
造
営
の
研
究
」
「
季
刊
考

古
学
」
第
六
四
号
雄
山
閣
出
版
一
九
九
八
年
八
月
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「
下
野
薬
師
寺
跡
１
１
史
跡
整
備
に
伴
う
調
査
ｌ
」
国
士
舘
大

学
考
古
学
研
究
室
一
九
九
三
年
三
月

「
下
野
薬
師
寺
跡
Ⅱ
ｌ
史
跡
整
備
に
伴
う
調
査
‐
生
国
士
舘
大

学
考
古
学
研
究
室
一
九
九
四
年
三
月

「
下
野
薬
師
寺
跡
Ⅲ
ｌ
史
跡
整
備
に
伴
う
調
査
ｌ
生
国
士
舘
大

学
考
古
学
研
究
室
一
九
九
五
年
三
月

「
下
野
薬
師
寺
跡
Ⅳ
ｌ
史
跡
整
備
に
伴
う
調
査
‐
生
国
士
舘
大

学
考
古
学
研
究
室
一
九
九
六
年
三
月

「
下
野
薬
師
寺
跡
Ｖ
ｌ
史
跡
整
備
に
伴
う
調
査
‐
生
国
士
舘
大

学
考
古
学
研
究
室
一
九
九
七
年
三
月

「
書
評
森
郁
夫
著
日
本
の
古
代
瓦
」
「
季
刊
考
古
学
」
第

三
八
号
雄
山
閣
出
版
一
九
九
二
年
二
月

「
平
安
時
代
初
期
に
お
け
る
民
間
信
仰
」
「
日
本
考
古
学
協
会
第

六
六
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
」
日
本
考
古
学
協
会

二
○
○
○
年
五
月

「
文
字
瓦
と
考
古
学
」
日
本
考
古
学
協
会
第
六
六
回
総
会
国
士

舘
大
学
実
行
委
員
会
二
○
○
○
年
五
月

「
書
評
高
橋
一
夫
著
古
代
東
国
の
考
古
学
的
研
究
」
「
季
刊

考
古
学
」
第
八
六
号
雄
山
閣
出
版
二
○
○
四
年
二
月

「
史
跡
下
野
薬
師
寺
１
１
史
跡
整
備
に
と
も
な
う
調
査
ｌ
」
国

士
舘
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
・
栃
木
県
南
河
内
町
教
育
委

員
会
二
○
○
四
年
三
月

「
今
月
の
こ
と
ば
民
間
仏
教
研
究
へ
の
誘
い
」
「
考
古
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
恥
五
一
八
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

二
○
○
四
年
七
月

「
下
野
薬
師
寺
に
お
け
る
最
近
の
調
査
」
「
日
本
考
古
学
協
会
第

七
一
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
」
日
本
考
古
学
協
会

二
○
○
五
年
五
月

「
相
模
国
分
寺
に
お
け
る
最
近
の
調
査
」
「
日
本
考
古
学
協
会
第

七
一
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
」
日
本
考
古
学
協
会

二
○
○
五
年
五
月

「
国
士
舘
考
古
学
』
創
刊
号
国
士
舘
大
学
考
古
学
会

二
○
○
五
年
五
月

「
相
模
国
分
寺
跡
ｌ
推
定
鐘
楼
跡
・
寺
院
地
北
辺
部
の
調
査
ｌ
」

「
神
奈
川
県
遺
跡
調
査
・
研
究
発
表
要
旨
」
神
奈
川
県
考
古
学

会
二
○
○
五
年
二
月

10



「
富
士
見
塚
古
墳
群
１
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
報
告
第

一
五
冊
ｌ
」
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
・
か
す
み
が
う
ら
市

教
育
委
員
会
二
○
○
六
年
五
月

「
国
士
舘
考
古
学
」
第
二
号
国
士
舘
大
学
考
古
学
会

二
○
○
六
年
九
月

「
国
士
舘
考
古
学
」
第
三
号
国
士
舘
大
学
考
古
学
会

二
○
○
七
年
五
月

「
国
士
舘
考
古
学
』
第
四
号
国
士
舘
大
学
考
古
学
会

二
○
○
八
年
五
月

『
国
士
舘
考
古
学
』
第
五
号
国
士
舘
大
学
考
古
学
会

二
○
○
九
年
五
月

「
古
代
社
会
と
地
域
間
交
流
ｌ
土
師
器
か
ら
み
た
関
東
と
東
北

の
様
相
ｌ
」
国
士
舘
大
学
考
古
学
会
編
二
○
○
九
年
六
月

「
古
代
社
会
と
地
域
間
交
流
Ⅱ
ｌ
寺
院
・
官
衙
・
瓦
か
ら
み
た

関
東
と
東
北
ｌ
」
国
士
舘
大
学
考
古
学
会
編

二
○
一
二
年
九
月

「
金
沢
窯
跡
１
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
報
告
第
一
六
冊
‐
坐

国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
二
○
一
四
年
三
月

「
国
士
舘
考
古
学
」
第
六
号
国
士
舘
大
学
考
古
学
会

二
○
一
四
年
五
月

「
東
八
木
窯
跡
１
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
報
告
第
一
七
冊

ｌ
」
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
二
○
一
六
年
二
月

「
柏
崎
窯
跡
群
１
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
報
告
第
一
八
冊

ｌ
」
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究
室
二
○
一
六
年
三
月

「
稲
荷
台
１
号
墳
」
ほ
か
三
項
目
『
日
本
史
大
辞
典
』
第
一
巻

平
凡
社
一
九
九
二
年
二
月

「
喜
兵
衛
島
製
塩
遺
跡
」
ほ
か
三
項
目
「
日
本
史
大
辞
典
」
第

二
巻
平
凡
社
一
九
九
三
年
二
月

「
下
古
館
遺
跡
」
ほ
か
二
項
目
「
日
本
史
大
辞
典
」
第
三
巻

平
凡
社
一
九
九
三
年
五
月

「
瀬
戸
古
窯
跡
群
」
ほ
か
四
項
目
「
日
本
史
大
辞
典
」
第
四
巻

平
凡
社
一
九
九
三
年
八
月

「
平
城
山
瓦
窯
跡
群
」
ほ
か
四
項
目
「
日
本
史
大
辞
典
」
第
五

巻
平
凡
社
一
九
九
三
年
二
月

Ⅳ
辞
典
類
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「
横
江
荘
過
跡
」
ほ
か
一
項
目
「
日
本
史
大
辞
典
」
第
六
巻

平
凡
社
一
九
九
四
年
二
月

「
小
食
土
廃
寺
」
ほ
か
一
七
項
目
「
千
葉
県
の
地
名
」
日
本
歴

史
地
名
大
集
平
凡
社
一
九
九
六
年
八
月

「
下
野
薬
師
寺
の
創
建
」
ほ
か
三
項
目
「
地
方
史
事
典
』
弘
文

堂
一
九
九
七
年
四
月

「
多
賀
城
廃
寺
」
ほ
か
七
五
項
目
「
日
本
史
広
辞
典
」
山
川
出

版
一
九
九
七
年
一
○
月

「
廃
寺
」
ほ
か
七
項
目
「
日
本
考
古
学
小
辞
典
」
山
川
出
版

二
○
○
一
年
一
○
月

「
下
野
薬
師
寺
」
ほ
か
四
項
目
「
古
代
史
大
辞
典
」
大
和
書
房

二
○
○
六
年
一
月
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